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高島産地

綿
糸
高
騰
、再
度
の
値
上
げ
へ

綿
糸
高
騰
、再
度
の
値
上
げ
へ

糸
不
足
も
顕
在
化

川越 浩治 氏

川越政 社長

テ
ッ
ク
ワ
ン

流
下
液
膜
式
熱
交
換
器
を
導
入

Ｃ
Ｏ
2
削
減
40
％
以
上
が
視
野
に

川
越
政

4
〜
9
月
期

「
連
携
連
帯
」で
大
幅
増
収
増
益

コ
ロ
ナ
前
対
比
で
も
拡
大

綿
花
相
場
の
高
騰
が
続
い

て
い
る
。
タ
イ
ム
ラ
グ
は
あ

る
も
の
の
綿
糸
価
格
も
伴
っ

て
高
騰
、
高
止
ま
り
し
て
お

り
、
綿
糸
を
購
入
し
て
織
物

や
編
み
地
を
生
産
す
る
産
地

企
業
を
直
撃
す
る
。
糸
不
足

も
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

滋
賀
県
・
高
島
綿
織
物
産

地
で
「
高
島
ち
ぢ
み
」
な
ど

の
軽
布
を
製
織
す
る
企
業

は
、
商
社
な
ど
か
ら
糸
を
支

給
さ
れ
る
賃
織
り
で
は
な

く
、
自
ら
で
購
入
す
る
手
張

り
方
式
が
大
半
。
多
く
の
織

布
企
業
が
今
春
に
第
1
弾
の

織
物
価
格
引
き
上
げ
を
販
売

先
に
依
頼
し
、
お
お
む
ね
受

け
入
れ
ら
れ
た
。

し
か
し
そ
の
後
も
綿
糸
は

高
騰
。
現
時
点
で
は
「
ま
だ

今
ほ
ど
高
く
な
い
時
に
購
入

し
た
綿
糸
が
残
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
も
尽
き
て
き
て
お

り
、
再
度
の
値
上
げ
が
必
要

に
な
る
」
と
い
う
の
が
大
方

の
見
解
だ
。「
既
に
最
高
値
の

綿
糸
を
購
入
し
た
た
め
、
迅

速
な
値
上
げ
が
必
要
」
と
再

度
の
値
上
げ
交
渉
に
向
け
て

気
を
引
き
締
め
る
織
布
企
業

も
あ
る
。

衣
料
品
価
格
の
デ
フ
レ
が

改
善
さ
れ
て
い
な
い
現
状
、

販
売
先
が
再
度
の
値
上
げ
を

受
け
入
れ
る
か
は
未
知
数
。

し
か
し
大
幅
な
綿
糸
高
騰
を

受
け
て
同
産
地
で
は
「
そ
れ

（
再
度
の
値
上
げ
）
に
よ
っ

て
仕
事
が
減
っ
た
と
し
て
も

仕
方
が
な
い
」
と
い
う
声
が

大
勢
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ

ほ
ど
今
回
の
綿
糸
高
騰
の
イ

ン
パ
ク
ト
は
強
い
。

同
産
地
の
織
布
ス
ペ
ー
ス

は
繁
忙
期
に
突
入
し
て
「
か

つ
て
な
い
ほ
ど
の
忙
し
さ
」

（
木
村
織
物
）、「
堅
調
だ
っ

た
昨
年
並
み
の
生
産
計
画
」

（
本
庄
織
布
）、「
9
月
か
ら

一
気
に
注
文
が
入
り
、
2
月

ま
で
埋
ま
っ
た
」（
マ
ス
ダ
）

な
ど
数
量
の
獲
得
は
お
お
む

ね
好
調
に
推
移
す
る
。

た
だ
、
糸
値
高
騰
だ
け
で

な
く
、「
糸
が
な
い
」
と
い
う

ケ
ー
ス
も
頻
発
し
て
お
り
、

納
期
遅
れ
や
機
会
損
失
な
ど

直
接
的
な
打
撃
を
受
け
て
い

る
。染

色
加
工
場
の
高
島
晒
協

業
組
合
（
高
島
市
）
も
、「
あ

ら
ゆ
る
原
材
料
価
格
が
高
騰

し
、
大
変
な
状
況
」
と
こ
ぼ

す
。
加
工
ス
ペ
ー
ス
は
多
く

の
織
布
企
業
と
同
じ
く
「
近

年
最
高
水
準
の
埋
ま
り
具

合
」
だ
が
、
重
油
を
筆
頭
に

染
料
・
薬
剤
な
ど
の
コ
ス
ト

高
が
利
益
率
の
低
下
を
招
い

て
い
る
。

「
こ
の
ま
ま
だ
と
仕
事
を

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字
。
我

慢
の
限
界
に
達
し
た
」と
し
、

年
明
け
1
月
か
ら
加
工
料
金

の
引
き
上
げ
交
渉
を
本
格
化

す
る
予
定
だ
。

多
く
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
の
影
響
を
大
き
く
受

け
て
苦
戦
を
続
け
る
生
地
商

社
の
中
に
あ
っ
て
、
川
越
政

（
大
阪
市
中
央
区
）
の
2
0

2
2
年
3
月
期
上
半
期
業
績

は
大
幅
増
収
増
益
だ
っ
た
。

そ
の
要
因
と
今
後
の
方
針
を

川
越
浩
治
社
長
に
聞
い
た
。

◇

―
―
好
業
績
の
要
因

は
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
だ
中

だ
っ
た
前
年
同
期
も
微
減
収

微
減
益
と
健
闘
で
き
ま
し

た
。
今
期
は
攻
め
る
期
と
し

て
営
業
攻
勢
を
か
け
ま
し

た
。
し
か
し

今
は
未
曽
有

の
混
乱
期
。

単
な
る
精
神

論
で
は
現
場

ス
タ
ッ
フ
の

メ
ン
タ
ル
が

浪
費
さ
れ
て

し
ま
う
。
具
体
的
な
営
業
戦

略
と
し
て
推
進
し
た
の
が
、

当
社
の
強
み
を
生
か
し
た

「
連
携
連
帯
」
で
す
。

当
社
は
社
員
20
人
強
の
零

細
企
業
な
が
ら
も
生
地
と
製

品
と
い
う
二
つ
の
事
業
と
中

国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
英
国
と
海

外
に
三
つ
の
拠
点
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
販
売
チ
ャ
ネ

ル
は
違
い
ま
す
。
幸
い
社
内

に
は
派
閥
や
縦
割
り
意
識
も

あ
り
ま
せ
ん
。

連
携
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で

新
規
取
引
先
や
新
規
業
態
を

開
拓
し
、
生
産
、
管
理
部
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
連
帯
し
て

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、
既
存
、

新
規
を
問
わ
ず
安
心
感
を
訴

求
で
き
た
こ
と
が
業
績
に
寄

与
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

増
員
せ
ず
に
こ
れ
だ
け
業
績

を
拡
大
で
き
た
と
い
う
点
に

大
き
な
意
味
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

―
―
下
半
期
、
来
期
の

方
針
を
。

下
半
期
も
攻
め
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
が

心
配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
ま
ま
い
け
ば
過
去
最
高
業

績
の
更
新
は
固
い
と
み
て
い

ま
す
。

来
期
は
一
転
、
守
り
に
入

り
ま
す
。
当
社
に
は
元
々
、

無
理
に
売
り
上
げ
や
人
員
を

拡
大
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
将
来
を
見
据
え
つ
つ
、

既
存
の
社
員
が
食
べ
て
い
け

る
だ
け
の
利
益
が
確
保
で
き

れ
ば
い
い
。
今
期
の
拡
大
に

よ
っ
て
取
引
先
が
増
え
た
わ

け
で
す
が
、
基
本
的
に
社
員

の
増
員
も
考
え
て
い
ま
せ

ん
。顧

客
数
が
増
え
る
と
現
場

の
忙
し
さ
、大
変
さ
は
増
し
、

肉
体
的
、
精
神
的
に
疲
弊
し

て
し
ま
い
ま
す
。
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
オ
ー
バ
ー
に
よ
っ
て

取
引
先
に
迷
惑
を
掛
け
る
か

も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
来
期

は
売
り
上
げ
を
意
図
的
に
減

ら
す
つ
も
り
で
す
。た
だ
し
、

利
益
は
し
っ
か
り
と
出
し
て

い
き
ま
す
。
来
期
は
売
り
上

げ
よ
り
も
利
益
重
視
と
い
う

こ
と
で
す
。

―
―
社
員
へ
の
配
慮
を

感
じ
ま
す
。

上
半
期
終
了
時
に
行
っ
た

個
人
面
談
で
は
会
社
で
の
ス

ト
レ
ス
報
告
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
業
界
で
は
珍

し
い
そ
う
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
禍
は
ま
だ
油
断
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ア

パ
レ
ル
業
界
の
被
害
も
甚

大
。
輸
出
入
時
の
ト
ラ
ブ
ル

も
増
え
て
い
ま
す
。
せ
め
て

会
社
の
仲
間
同
士
は
気
配

り
、心
配
り
を
交
わ
し
つ
つ
、

同
じ
方
向
性
を
抱
く
同
志
と

し
て
助
け
合
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

染
色
加
工
の
テ
ッ
ク
ワ
ン

（
石
川
県
能
美
市
）
は
、
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
排

水
か
ら
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回

収
し
て
再
利
用
す
る
熱
交
換

器
を
導
入
し
た
ほ
か
、
太
陽

光
発
電
へ
の
切
り
替
え
な
ど

を
予
定
す
る
。
日
本
が
2
0

5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て
30
年

に
13
年
度
比
46
％
の
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
削
減
を
掲
げ
る
中
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
同
40

数
％
の
削
減
を
実
現
す
る
。

今
月
に
水
処
理
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
会
社
の
ス
イ
シ
ン
（
群

馬
県
高
崎
市
）
が
開
発
し
た

流
下
液
膜
式
熱
回
収
装
置

「
リ
カ
ロ
＋
」を
導
入
し
た
。

熱
回
収
効
率
の
高
さ
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
し
や
す
さ
な
ど

が
特
徴
。

こ
れ
ま
で
多
管
式
の
熱
交

換
器
を
ソ
ー
パ
ー
に
付
け
て

い
た
が
、
新
た
に
リ
カ
ロ
＋

を
精
練
機
に
設
置
し
た
。
廃

液
（
85
〜
90
℃
）
の
熱
を
利

用
し
て
常
温
水
を
70
℃
ま
で

上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
24
時

間
稼
働
の
場
合
で
1
日
に
2

4
5
㌔
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
に
つ

な
が
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で

設
置
し
て
い
た
多
管
式
の
熱

交
換
器
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
専
門
の
技
術
者
を
呼
ん
で

1
日
か
か
り
、
性
能
の
維
持

が
難
し
か
っ
た
。
従
来
の
装

置
は
約
10
㍍
の
大
き
さ
だ
っ

た
が
、
リ
カ
ロ
＋
は
80
×
56

㌢
（
30
㍑
タ
イ
プ
）
と
小
型

で
、
ふ
た
を
開
け
て
簡
単
に

洗
浄
で
き
る
と
言
う
。

柱
用
途
の
ア
ウ
ト
ド
ア
で

は
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー
へ
の
要
望
が
高
く
、
フ
ィ

ル
ム
の
植
物
由
来
化
や
脱
有

機
溶
剤
な
ど
環
境
配
慮
型
加

工
の
開
発
と
と
も
に
、
生
産

工
程
で
の
環
境
負
荷
低
減
に

注
力
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
2
排

出
量
は
、
13
年
に
年
間
9
7

0
0
㌧
だ
っ
た
が
今
年
は
7

7
0
0
㌧
と
な
る
見
通
し
。

今
回
の
熱
交
換
器
導
入
や
工

場
で
使
う
電
力
の
太
陽
光
発

電
化
な
ど
で
、
13
年
度
比
40

数
％
減
ま
で
の
道
筋
を
付
け

て
い
る
と
い
う
。
リ
カ
ロ
＋

は
、
効
果
を
見
な
が
ら
ソ
ー

パ
ー
で
の
導
入
も
検
討
す

る
。ス

イ
シ
ン
は
5
年
前
に
リ

カ
ロ
＋
を
開
発
し
、
食
器
の

洗
浄
や
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
な

ど
で
販
売
し
て
き
た
。
繊
維

で
の
導
入
は
2
社
目
で
、
テ

ッ
ク
ワ
ン
へ
は
三
井
物
産
ア

イ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｉ

Ｆ
）
を
通
じ
て
販
売
し
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｆ
は
今
後
、
繊
維
や
リ

ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
、
食
品
、
自

動
車
な
ど
の
分
野
に
リ
カ
ロ

＋
の
提
案
を
進
め
て
い
く
。

川
越
政
の
2
0
2
2
年
3

月
期
上
半
期
業
績
は
、
売
上

高
15
億
5
2
0
0
万
円
（
前

年
同
期
比
34
・
6
％
増
）、営

業
利
益
35
％
増
の
大
幅
増
収

増
益
だ
っ
た
。
共
に
過
去
最

高
業
績
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
前
の
一
昨
年
対
比
で

も
、売
り
上
げ
で
23
・
7
％
、

営
業
利
益
で
21
％
の
伸
び
。

事
業
別
で
は
生
地
が
5
億

1
9
0
0
万
円
で
前
年
同
期

比
27
％
増
、
製
品
Ｏ
Ｅ
Ｍ
が

10
億
2
5
0
0
万
円
で
同
40

％
増
。

期
初
か
ら
「
攻
め
る
期
」

と
位
置
付
け
、
生
地
事
業
と

製
品
事
業
の
「
連
携
連
帯
」

を
方
針
に
掲
げ
た
。
こ
の
事

業
間
連
携
の
結
果
、
生
地
提

案
が
最
終
製
品
と
し
て
納
品

に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
製

品
事
業
の
大
幅
拡
大
の
背
景

に
な
っ
た
。

新
規
顧
客
開
拓
も
進
展
。

期
初
に
掲
げ
た
四
つ
の
重
点

分
野
の
中
で
ア
ウ
ト
ド
ア
向

け
が
特
に
大
き
く
拡
大
し
、

ゴ
ル
フ
ブ
ラ
ン
ド
向
け
、
ネ

ッ
ト
通
販
ア
パ
レ
ル
向
け
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
向
け
も

方
針
通
り
伸
ば
し
た
。

輸
出
は
欧
州
や
中
国
な
ど

東
ア
ジ
ア
向
け
が
拡
大
し
、

一
昨
年
同
期
の
2
倍
の
売
り

上
げ
に
な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム

法
人
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都

市
封
鎖
）
の
影
響
で
苦
戦
を

強
い
ら
れ
た
も
の
の
、
英
国

支
店
は
拠
点
間
連
携
が
奏
功

し
て
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
停
滞

か
ら
復
調
し
た
。

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ト
レ
ン

ド
セ
ミ
ナ
ー
」（
一
宮
地
場
産

業
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
〈
Ｆ
Ｄ
Ｃ
〉
主
催
）

▽
12
月
13
〜
24
日
に
動
画
で

配
信
▽
ネ
リ
ー
ロ
デ
ィ
社
の

鎌
倉
美
江
氏
が
講
師
を
務

め
、
最
新
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ト

レ
ン
ド
を
解
説
▽
受
講
料
は

一
般
5
千
円
、
尾
張
西
部
地

域
お
よ
び
岐
阜
県
羽
島
市
に

在
勤
・
在
住
か
、
愛
知
県
繊

維
振
興
協
会
賛
助
会
員
は
3

千
円
、
両
方
を
満
た
す
場
合

は
2
千
円
▽
申
し
込
み
は
Ｆ

Ｄ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
締
め
切
り

は
26
日
ま
で
▽
問
い
合
わ
せ

Ｆ
Ｄ
Ｃ
（
電
話
0
5
8
6
・

46
・
1
3
6
1
）

豪州羊毛 豪セント/キロ
EMI（11月18日） 1324

中中国国のの繊繊維維相相場場

豪州羊毛

ニューヨーク綿花

日本の紡績糸相場は毎週月曜日（休刊日の場合は翌営業日）、日本の合繊糸・織物・タオル相場は毎月第2金曜日（同）に掲載します。

綿花（元/㌧） ナイロン関連（元/㌧） 純綿糸（元/㌧）
1129B 23,871（ ▲58） カプロラクタム 13,850（ 0） オープンエンド（10単）17,540（ 0）
2129B 23,223（ ▲12） POY（96T/24F） 17,850（ 0） カード（32単） 29,220（ 0）
3128B 22,683（ ▲27） FDY（78T/24F） 18,700（ 0） コーマ（40単） 32,780（ 0）
4128B 21,781（ ▲33） DTY（78T/24F） 20,500（ 0） その他紡績糸（元/㌧）
1228B 21,963（ ▲40） アクリル関連（元/㌧） レーヨン100%（30単）18,880（ 0）
2227B 21,270（ ▲10） アクリロニトリル 15,300（ 0） ポリエステル100%（32単）12,450（ 0）
ポリエステル関連（元/㌧） 短繊維(1.7T×38㍉）20,800（ 0） ポリエステル綿混（45単）21,250（ 0）
高純度テレフタル酸 4,830（ 35） トップ（3.3T） 21,500（ 0） 生地（元/㍍）
エチレングリコール 5,060（ 20） レーヨン（元/㌧） 10単デニム 8.71（ 0.00）
短繊維（1.6T×38㍉） 7,100（ 0） 長繊維（133T） 39,400（ 0） 32単純綿ツイル 6.53（ 0.00）
POY（167T/48F） 7,500（ ▲250） 短繊維（1.7T×38㍉）13,500（ 0） 40単純綿ポプリン 9.04（ 0.00）
DTY（167T/48F） 9,200（ ▲250） スパンデックス（元/㌧） 30単レーヨン短繊維織物 4.22（ 0.00）
FDY（76T/24F） 8,200（ ▲300） 長繊維（44T） 76,000（ ▲500） 45単ポリエステル綿混ポプリン 4.9（ 0.00）

ニューヨーク綿花（0.01米㌣/㍀）11月19日
21/12 22/3 22/5 22/722/1022/12

寄付 11762115141138111021 ― 9199
高値 12029116991153411141 9754 9200
安値 11721114701132210990 9754 9110
引値 11922116431147811089 9754 9186
前日比 △163 △129 △119 △68 △79 △7

総務省「家計調査」より

前年同月比5％増

総務省「家計調査」によると、タオルへの
1世帯（2人以上）当たり平均支出額は9月、
前年同月比5.0％増だった。3月以降、6、8月
を除いて前年同月を上回っている。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向をををををををををををををををををををををを見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

タオル 9月

出所：中国紡織経済信息網（カッコ内は前営業日比上昇額、▲は下落額）
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